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第
五
回
台
湾
李
登
輝
学
校
研
修
団
（
宇
井

肇
団
長
、
酒
井
旭
副
団
長
）
は
、
予
定
ど
お

り
九
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
開
催
し
、
今
回

は
四
十
一
人
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ

も
な
が
ら
全
国
各
地
か
ら
集
合
、
台
湾
在
住

の
方
の
参
加
も
あ
り
、
地
域
色
豊
か
で
す
。

【
初
日
・
九
月
二
日
】

　

二
日
、
台
北
・
桃
園
空
港
第
二
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
集
合
し
た
一
同
は
、
一
路
龍
潭
の
渇
望

学
習
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
す
。
第
三
回
、

第
四
回
で
は
野
外
研
修
が
先
で
し
た
が
、
今

回
は
原
点
に
戻
っ
て
？　

集
中
講
義
か
ら
と

な
っ
た
か
ら
で
す
。
バ
ス
は
一
時
間
ほ
ど
で

渇
望
学
習
セ
ン
タ
ー
に
到
着
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
後
に
始
業
式
、
と
思
い
き
や
こ
れ
も
原
点

に
立
ち
戻
っ
て
？　

荘
孟
学
・
教
育
処
処
長

に
よ
る
「
阿ア

輝フ
ィ

伯ペ
ア

」
の
練
習
で
す
。

　

続
い
て
始
業
式
は
、
黄
昆
輝
教
頭
か
ら
開

校
の
ご
挨
拶
と
、
群
策
会
の
教
育
方
針
等
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
小
休
止

の
後
、
最
初
の
講
義
。
そ
う
、
今
回
は
従
来

よ
り
短
い
三
泊
四
日
な
の
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ビ
ッ
シ
リ
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

講
義
は
「
台
湾
と
日
本
の
安
全
保
障
」

（
台
湾
独
立
建
国
聯
盟
主
席
・
黄
昭
堂
先

生
）
で
す
。
黄
先
生
は
い
き
な
り
「
対
米
依

存
が
嫌
な
ら
、
日
本
は
核
武
装
す
る
し
か
な

い
」
と
切
り
出
し
、「
も
し
日
本
に
米
軍
基

地
が
あ
る
の
が
嫌
な
ら
米
軍
は
台
湾
に
来
て

も
ら
い
た
い
」
と
、
昨
今
の
日
本
の
政
治
家

の
核
発
言
を
先
取
り
で
す
。
最
後
に
、
現
在

の
台
湾
の
武
器
購
入
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
状
況
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夕
食
後
は
簡
単
な
座
談
会
、
こ
れ
に
て
初

日
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

【
二
日
目
・
九
月
三
日
】

　

こ
の
日
最
初
の
講
義
は
「
李
登
輝
先
生
と

台
湾
の
民
主
化
」（
国
史
館
館
長
・
張
炎
憲

先
生
）
で
す
。
張
先
生
は
黄
昭
堂
先
生
と
と

も
に
第
一
回
か
ら
講
義
さ
れ
、
正
に
「
レ
ギ

ュ
ラ
ー
講
師
」
で
す
。
講
義
題
目
も
同
じ
で

す
の
で
講
義
ス
タ
イ
ル
を
毎
回
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
さ
ら
に
一
新
、
台
湾
の

民
主
化
を
「
日
本
統
治
と
そ
れ
以
前
」、「
二

二
八
事
件
」、「
蔣
介
石
・
経
国
統
治
」、「
李

登
輝
総
統
就
任
以
降
」
の
四
段
階
に
区
切

り
、
各
ス
テ
ッ
プ
で
の
重
要
な
事
柄
を
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
（
６
頁
参
照
）。

　

さ
て
、
渇
望
学
習
セ
ン
タ
ー
最
初
の
昼
食

で
す
。
従
来
、
種
類
も
量
も
多
く
残
り
気
味

だ
っ
た
の
で
、
前
回
の
研
修
団
終
了
後
「
少

し
減
ら
し
た
方
が
…
…
」
と
提
案
し
て
い
た

の
で
す
が
、
今
回
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
よ
う

で
、
種
類
は
そ
の
ま
ま
で
量
を
若
干
セ
ー
ブ

し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。

李
登
輝
校
長
ご
健
在
、

「
安
倍
日
本
に
期
待
」
と
熱
弁
！

李
登
輝
学
校
日
本
校
友
会
理
事
長

片か
た

木ぎ　

裕ゆ
う

一い
ち

第
五
回
台
湾
李
登
輝
学
校
研
修
団
レ
ポ
ー
ト

黄昭堂（右）、黄天麟の両先生
（９月４日）
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昼
食
後
最
初
の
講
義
は
「
台
湾
の
歴
史
」

（
台
湾
大
学
助
教
授
・
呉
密
察
先
生
）
で

す
。
第
三
回
目
か
ら
登
壇
さ
れ
た
呉
密
察
先

生
は
回
を
重
ね
る
毎
に
講
義
の
内
容
充
実
、

進
行
円
滑
に
な
り
、
今
回
は
「
絶
好
調
」。

　

前
回
同
様
、
一
六
世
紀
か
ら
現
在
に
至
る

台
湾
の
歴
史
を
大
ま
か
に
説
明
さ
れ
ま
し
た

が
、
続
い
て
「
二
〇
〇
〇
年
に
民
進
党
が
政

権
を
奪
取
し
た
が
、
な
か
な
か
成
果
は
あ
が

ら
な
い
。
今
一
度
、
民
主
主
義
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
整
理
・
再
集
結
し
て
再
ス
タ
ー
ト

と
な
る
だ
ろ
う
」
と
論
じ
、「
中
国
国
民
党

は
別
と
し
て
、
台
湾
は
日
本
を
糾
弾
す
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
台
湾
人
は
日
本
と
友
人

関
係
で
あ
り
た
い
と
考
え
る
。
中
国
人
は
そ

う
で
は
な
い
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
休
憩
、
い
つ
も
の
と
お
り
飲
茶
あ

り
の
立
派
な
も
の
で
、
こ
こ
で
つ
い
つ
い
食

べ
過
ぎ
る
？　

か
ら
夕
食
が
残
る
の
だ
、
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
は
こ
ち
ら
も
量
的
に
は

控
え
め
に
し
た
の
で
す
が
…
…
。

　

次
の
講
義
は
「
台
湾
の
主
体
性
の
追
及
」

（
中
央
研
究
院
・
林
明
徳
先
生
）
で
す
。
前

回
同
様
、
台
湾
は
中
国
の
一
部
説
の
根
拠
で

あ
る
カ
イ
ロ
宣
言
や
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
た
だ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
、
正
規
の
国
際
法
は
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
で
あ
る
こ
と
、
台

湾
人
の
祖
先
の
多
く
は
大
陸
か
ら
の
移
民
で

は
あ
る
が
原
住
民
と
の
混
血
で
あ
り
、
中
国

人
と
は
別
民
族
等
と
説
明
。
今
回
は
さ
ら
に

「
我
々
は
中
国
人
と
は
違
う
。
中
国
は
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
源
」「
法

は
日
替
わ
り
、
ワ
イ
ロ
は
花
盛
り
」「
千せ
ん

島と
う

湖こ

事
件
が
中
国
人
の
本
質
だ
」「（
過
去
の
）

我
々
は
、
韓
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
少
し

は
見
習
う
べ
き
だ
っ
た
」
等
、
大
胆
な
発
言

も
あ
り
、
睡
魔
は
取
り
付
く
ス
キ
が
あ
り
ま

せ
ん
。
台
湾
の
主
体
性
と
は
台
湾
の
独
立
で

あ
り
、
正
名
・
制
憲
は
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
よ
り
可
能
で
、
当
面
の
課
題
で
あ

る
、
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

夕
食
後
の
講
義
は
「
台
湾
の
文
化
・
文

学
」（
真
理
大
学
教
授
・
張
良
澤
先
生
）
で

す
。
張
先
生
は
前
回
「
日
本
時
代
の
台
湾
人

の
生
活
」
と
題
し
、
当
時
台
南
で
開
業
医
だ

っ
た
呉
新
栄
さ
ん
の
日
本
語
日
記
を
題
材
に

し
た
講
義
で
し
た
が
、
今
回
は
劉
銘
伝
（
清

時
代
、
台
湾
の
イ
ン
フ
ラ
を
手
が
け
た
）
や

黄昆輝先生、９月２日

黄昭堂先生、９月２日

張炎憲先生、９月３日

呉密察先生、９月３日
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朱
舜
水
（
晩
年
水
戸
に
住
み
、
水
戸
光
圀
に

ラ
ー
メ
ン
を
紹
介
し
た
）
か
ら
始
ま
り
近
年

の
作
家
の
話
、
そ
れ
も
本
人
の
面
識
あ
る
人

物
が
題
材
な
の
で
、
飽
き
る
こ
と
な
く
楽
し

く
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
こ
の
日
の
講
義
は
終
了
で
す
。
な

お
玄
関
脇
の
喫
煙
所
、
通
称
「
渇
望
煙
草
セ

ン
タ
ー
」
は
今
回
も
健
在
、
休
憩
の
際
に
は

必
ず
数
人
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

【
三
日
目
・
九
月
四
日
】

　

こ
の
日
は
野
外
研
修
で
す
。
八
時
半
、
渇

望
学
習
セ
ン
タ
ー
を
出
発
、
最
初
の
見
学
地

の
総
統
府
に
は
十
時
前
に
到
着
。
案
内
は
第

二
回
か
ら
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た
李
清
興
さ

ん
で
、
松
江
路
に
あ
る
勝
美
旅
行
社
の
社
長

で
す
。
総
統
府
に
入
る
前
、
李
さ
ん
と
「
解

説
が
『
あ
の
方
』
だ
っ
た
ら
大
変
で
す
ね
」

な
ど
と
言
っ
て
い
た
ら
、
入
り
口
で
我
々
を

出
迎
え
た
の
が
蕭し
ょ
う
き
ん
ぶ
ん

錦
文
さ
ん
、「
あ
の
方
」

で
す
。
何
が
大
変
か
と
言
う
と
、
親
切
丁

寧
、
自
身
の
体
験
ま
で
話
さ
れ
る
た
め
、
時

間
の
調
節
が
難
し
い
の
で
す
。
蕭
さ
ん
は
台

北
の
二
二
八
紀
念
館
で
も
解
説
を
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
は
「
時
間
無
制
限
」
で

お
尋
ね
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
研
修

団
で
は
時
間
が
短
す
ぎ
る
の
で
。

　

総
統
府
の
次
は
台
湾
博
物
館
で
す
が
、
月

曜
は
休
館
な
の
で
入
口
で
解
説
を
伺
い
ま
し

た
。
向
い
の
土
地
銀
行
、
近
く
の
中
山
堂
を

見
学
し
、
バ
ス
に
乗
車
。
車
窓
か
ら
紅
楼
も

見
学
し
た
の
で
す
が
、
見
え
た
の
は
ほ
ん
の

一
瞬
だ
っ
た
の
で
見
落
と
し
た
方
も
…
…
。

　

昼
食
は
恒
例
の
鼎
泰
豊
。
今
回
は
ご
存
じ

信
義
路
店
で
は
な
く
忠
孝
東
路
店
で
す
が
、

や
は
り
長
蛇
の
列
（
多
く
は
日
本
人
）。
食

事
が
終
わ
る
こ
ろ
に
雨
が
降
り
出
し
、
三
〇

分
ほ
ど
の
自
由
時
間
は
喫
茶
店
で
雨
宿
り
。

　

そ
の
後
バ
ス
に
乗
り
、
日
本
時
代
建
築
の

監
察
院
、
教
育
部
（
旧
中
央
研
究
所
）、
台

湾
大
学
医
学
部
、
公
売
局
（
旧
専
売
局
）
を

回
り
、
師
範
大
学
（
旧
台
北
高
等
学
校
、
李

登
輝
校
長
先
生
の
母
校
）
で
は
校
内
を
見
学

し
ま
す
。
そ
し
て
本
日
最
後
の
訪
問
地
で
あ

る
新
店
川
の
上
流
の
水
力
発
電
所
に
向
か
い

ま
す
。
初
代
は
「
亀
山
発
電
所
」、
日
本
時

代
の
一
九
〇
五
年
に
台
湾
初
の
水
力
発
電
所

と
し
て
完
成
し
た
も
の
。
し
か
し
今
回
見
学

し
た
の
は
一
九
三
八
年
に
造
ら
れ
、
当
時
の

発
電
機
が
今
も
健
在
と
い
う
桂
山
発
電
所
で

す
（
初
代
の
亀
山
発
電
所
は
こ
の
発
電
所
の

完
成
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
）。

　

な
お
、
ご
案
内
い
た
だ
い
た
温
振
華
先
生

は
実
は
原
住
民
研
究
が
専
門
で
、
バ
ス
が
Ｕ

タ
ー
ン
す
る
場
所
を
捜
す
べ
く
一
旦
発
電
所

を
通
り
過
ぎ
て
烏ウ

来ラ
イ

に
さ
し
か
か
っ
た
際
、

「
本
当
は
こ
の
ま
ま
タ
イ
ヤ
ル
村
へ
行
き
た

い
ん
だ
け
れ
ど
ね
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
に
て
野
外
研
修
は
終
了
、
渇
望
学
習

セ
ン
タ
ー
に
帰
還
し
ま
す
。

　

夕
食
後
、
黄
昭
堂
先
生
と
前
総
統
府
国
策

顧
問
で
元
第
一
銀
行
理
事
長
の
黄
天
麟
先
生

に
よ
る
討
論
会
で
す
。
黄
天
麟
先
生
は
研
修

団
初
登
場
、「
小
さ
い
経
済
体
と
大
き
い
経

済
体
が
親
密
に
な
る
と
、
大
き
い
経
済
体
に

呑
み
込
ま
れ
る
」
と
い
う
周
辺
化
理
論
を
解

説
、
現
在
の
対
中
国
貿
易
の
拡
大
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
黄
昭
堂
先
生
は
「
中
国
は
強
大
に

な
っ
て
は
困
る
が
、
崩
壊
し
て
も
困
る
」
と
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問
題
の
深
刻
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
四
日
目
・
九
月
五
日
】

　

最
終
日
、
こ
の
日
は
李
登
輝
校
長
の
特
別

講
義
と
終
業
式
で
す
。
李
登
輝
校
長
は
春
以

降
、
体
調
不
良
が
伝
え
ら
れ
心
配
し
て
い
た

の
で
す
が
、
登
壇
さ
れ
た
校
長
先
生
は
大
変

お
元
気
そ
う
で
し
た
。

　

冒
頭
、
安
倍
首
相
の
『
美
し
い
国
へ
』
を

手
に
と
り
「
政
治
家
の
著
書
と
い
う
も
の
は

概
し
て
漠
然
と
し
た
も
の
が
多
い
が
、
こ
の

本
は
か
な
り
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
。
特

に
第
七
章
で
教
育
関
係
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
る
。
是
非
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
安
倍
日

本
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
台
湾
に

お
け
る
日
本
教
育
、
若
き
日
の
体
験
、
武
士

道
、
日
本
精
神
…
…
と
て
も
一
時
間
半
と
は

思
え
な
い
濃
密
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
修
業
式
で
す
。
今
回
も
修
業
証
書

の
授
与
式
で
は
李
登
輝
校
長
自
ら
参
加
者
全

員
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
緊
張
し
ま
す
。
続

い
て
「
仰
げ
ば
尊
し
」
を
奉
唱
、
こ
れ
に
て

研
修
は
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
昼
食
会
。
李
登
輝
校
長
は
前
回

欠
席
さ
れ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
同
席
、
多

く
の
方
々
と
談
笑
さ
れ
、
食
事
も
シ
ッ
カ
リ

採
ら
れ
ま
し
た
。
隣
の
一
角
に
は
二
十
歳
前

後
の
台
湾
人
グ
ル
ー
プ
（
企
業
の
研
修
だ
っ

た
ら
し
い
）
が
い
た
の
で
す
が
、「
あ
ッ
、

李
登
輝
さ
ん
だ
、
周
り
は
日
本
人
だ
」
と
い

う
こ
と
で
、
携
帯
を
か
け
た
り
写
真
を
撮
っ

た
り
と
大
騒
ぎ
。
揺
れ
る
台
湾
に
お
い
て
李

登
輝
先
生
は
「
過
去
の
人
」
で
は
な
く
、
現

在
も
重
要
な
位
置
に
お
ら
れ
る
こ
と
を
痛
感

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

筆
者
も
機
会
を
い
た
だ
い
た
の
で
台
湾
版

新
幹
線
の
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
が
、
当
方
が

多
少
事
情
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

と
、
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
と
問
題
点
を
指
摘
さ
れ

た
の
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
、
本

当
に
八
十
三
歳
な
ん
で
し
ょ
う
か
⁉

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
研
修
団

の
出
発
前
に
茶
話
会
を
開
い
て
い
た
だ
い
た

許
世
楷
駐
日
大
使
は
じ
め
代
表
処
の
方
々
、

李
登
輝
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
感
謝
！

　

な
お
、
台
湾
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
岐
阜
大
学

に
留
学
中
の
黄
慈
婷
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
若

い
世
代
の
日
台
交
流
を
促
進
す
る
の
も
我
々

の
役
目
と
思
い
ま
す
。

林明徳先生、９月３日

張良澤先生、９月３日

阿輝伯練習、９月４日

李登輝先生、９月５日


